
令和
れ い わ

８年度
ね ん ど

 新里東
にいさとひがし

小学校
しょうがっこう

 よい子
こ

の生活
せいかつ

 
学校
が っ こ う

教育
きょういく

目標
もくひょう

 「 自
みずか

ら考
かんが

え 心
こころ

豊
ゆ た

かに たくましく生
い

きる児童
じ ど う

の育成
い く せ い

 」 

めざす児童像
じ ど う ぞ う

 「 目標
もくひょう

に向
む

かい考
かんが

え行動
こ う ど う

する児童
じ ど う

 」｢ 自他
じ た

を大切
た い せ つ

にする児童
じ ど う

 ｣ 

登
と う

下校
げ こ う

 

１．車
くるま

から良
よ

く見
み

えるように、必
かなら

ず黄色
き い ろ

い帽子
ぼ う し

をかぶりましょう。 

２．決
き

められた時
じ

こくに集合
しゅうごう

場所
ば し ょ

に集
あつ

まり、ふざけず通学
つうがく

路
ろ

を一列
いちれつ

で歩
ある

きましょう。 

３．放課後
ほ う か ご

の下校
げ こ う

時刻
じ こ く

を守
まも

りましょう。 

  ※１ 詳
くわ

しい下校
げ こ う

時刻
じ こ く

は校
こう

時表
じひょう

を確認
かくにん

しましょう。 

※２ 会議
か い ぎ

のある日
ひ

は、曜日
よ う び

にかかわらず、児童
じ ど う

は授業
じゅぎょう

終了後
しゅうりょうご

下校
げ こ う

。 

※３ 放課後
ほ う か ご

は、校庭
こうてい

で遊
あそ

ばず、すぐに下校
げ こ う

しましょう。お迎
むか

えを待
ま

つ場合
ば あ い

は、遊具等
ゆ う ぐと う

で遊
あそ

ばず、門
もん

のと 

ころで、待
ま

ちましょう。 

４．できるだけ一人
ひ と り

で下校
げ こ う

しないようにしましょう。 

５．より道
みち

をしないで、通学
つうがく

路
ろ

を通
とお

って帰
かえ

りましょう。 

６．危険
き け ん

から身
み

を守
まも

るため、必
かなら

ず安全
あんぜん

ブザーを身
み

につけましょう。 

７．下校
げ こ う

時刻
じ こ く

にならなくても、授業
じゅぎょう

が終
お

わったら玄関
げんかん

のかぎをかけます。用
よう

がある人
ひと

は、職員玄関
しょくいんげんかん

から入
はい

り、 

職員
しょくいん

室
しつ

にいる先生
せんせい

に声
こえ

をかけましょう。帰
かえ

りにも忘
わす

れずに、声
こえ

をかけましょう。 

８．下校時
げ こ う じ

、宿題
しゅくだい

など忘
わす

れ物
もの

をしないよう、学校
がっこう

で十分
じゅうふん

に確認
かくにん

をしてから帰
かえ

りましょう。もし、忘
わす

れてし 

まった場合
ば あ い

は、５時
じ

３０分
ぷん

までなら学校
がっこう

にとりに来
く

ることができます。（その時
とき

は必
かなら

ず職員室
しょくいんしつ

の先生
せんせい

に声
こえ

をかけ、許可
き ょ か

をもらいましょう。） 

 

学習
が く し ゅ う

・休
や す

み時間
じ か ん

 

９．授業
じゅぎょう

開始
か い し

の時刻
じ こ く

を守
まも

って、席
せき

に着
つ

きましょう。休
やす

み時間
じ か ん

に次
つぎ

の学習
がくしゅう

の用意
よ う い

をしましょう。 

１０．「ピン、ペタ、グー」のよい姿勢
し せ い

で、話
はなし

を聞
き

いたり、学習
がくしゅう

に取
と

り組
く

んだりしましょう。 

１１．返事
へ ん じ

・あいさつは、相
あい

手
て

に聞
き

こえる声
こえ

で行
おこな

い、友達
ともだち

や先生
せんせい

への言葉遣
こ と ばづ か

いをきちんとしましょう。 

１２．校庭
こうてい

で遊
あそ

ぶ時
じ

には、安全
あんぜん

のため帽子
ぼ う し

をかぶりましょう（1年生
ねんせい

は赤
あか

、2～6年生
ねんせい

は白
しろ

）。 

１３．学校
がっこう

に必要
ひつよう

のないものは、持
も

ってこないようにしましょう。飾
かざ

りのついた鉛筆
えんぴつ

、交換
こうかん

ノート、遊
あそ

びに使
つか

える（手
て

悪
わる

さの原因
げんいん

となるような）文房具
ぶ ん ぼう ぐ

、マスコット、アクセサリー、プリクラ、シール、リップク

リーム※１、携帯
けいたい

電話
で ん わ

※２などは持
も

ってこないようにしましょう。（キーホルダーは１つまで、お守
まも

りは２

つまでランドセルにつけてよい。）迷
まよ

う物
もの

は、先生
せんせい

とお家
うち

の人
ひと

に相談
そうだん

しましょう。なお、「学校
がっこう

に必要
ひつよう

のないもの」についての詳細
しょうさい

は、新里東
にいさとひがし

小学校
しょうがっこう

ホームページに掲載
けいさい

していますので合
あ

わせて確認
かくにん

しま

しょう。目的
もくてき

に応
おう

じて道具
ど う ぐ

を正
ただ

しく選
えら

んで使
つか

い、自分
じ ぶ ん

の成長
せいちょう

につなげられるよう、しっかりと判断
はんだん

でき

る子
こ

になりましょう。 

 ※１ リップクリームの持
も

ち込
こ

みが必要
ひつよう

な場合
ば あ い

には、お家
うち

の人
ひと

が連絡帳
れんらくちょう

にその旨
むね

を記入
きにゅう

し、担任
たんにん

へ伝
つた

えて

許可
き ょ か

を得
え

ましょう。 

 ※２ 携帯電話
けいたいでんわ

については、お家
うち

の人
ひと

が児童
じ ど う

の居場所
い ば し ょ

を確認
かくにん

するという目的
もくてき

（GPS機能
き の う

を使
つか

って）の場合
ば あ い

の

み、携帯
けいたい

の携行
けいこう

を認
みと

めています。「携帯
けいたい

電話
で ん わ

等
とう

の携行
けいこう

について」の申請書
しんせいしょ

にて使用
し よ う

目的
もくてき

を確認
かくにん

した上
うえ

での許可
き ょ か

となります。 

１４．お家
うち

の人
ひと

が必要
ひつよう

という場合
ば あ い

には、連絡帳
れんらくちょう

に持
も

たせる物
もの

と理由
り ゆ う

を書
か

いてもらいましょう。 

   カイロ（貼
は

るタイプ）、薬
くすり

。 

１５．持
も

ち物
もの

には、必
かなら

ず名前
な ま え

を書
か

いておきましょう。 

１６. 学校
がっこう

の物
もの

（道具
ど う ぐ

や遊具
ゆ う ぐ

）は大切
たいせつ

に使
つか

い、きちんと片
かた

づけましょう（一輪車
いちりんしゃ

など）。 

１７．木
き

にのぼらないようにしましょう。また、校庭
こうてい

の花
か

だんや芝生
し ば ふ

に入
はい

らないようにしましょう。 

１８．雨
あめ

の日
ひ

は、教室
きょうしつ

や校舎内
こうしゃない

を走
はし

り回らず、教室
きょうしつ

で静
しず

かに過
す

ごしましょう。 

   雨
あめ

の日
ひ

には、各
かく

クラスのオセロやトランプ、折り紙などでルールを守
まも

って遊
あそ

んでもよい。算数
さんすう

セットや 

ねんどを使
つか

ってもよい。 

１９．他校舎
た こ うし ゃ

、他
た

の教室
きょうしつ

や他
た

の階
かい

に行
い

かないようにしましょう（用
よう

のある時
とき

は先生
せんせい

に言
い

いましょう）。 



２０．ろう下
か

は、静
しず

かに、右側
みぎがわ

を歩
ある

きましょう。 

２１．ベランダには、安全
あんぜん

のため、用
よう

がなければ出
で

ないようにしましょう。清掃
せいそう

等
とう

で、出
で

る時
とき

は、先生
せんせい

の許可
き ょ か

をもらいましょう。 

給食
きゅうしょく

 

２２．当番
とうばん

の人
ひと

は、よく手
て

を洗
あら

いエプロンとマスクをして配
はい

ぜんしましょう。 

２３．配膳
はいぜん

をする人
ひと

は、マスクを必
かなら

ず着用
ちゃくよう

し、当番
とうばん

でない人
ひと

は、手
て

を洗
あら

い、席
せき

について静
しず

かに待
ま

ちましょう。 

２４．食
た

べた後
あと

は、必
かなら

ず歯
は

をみがきましょう。（１：１０までは教室
きょうしつ

にいます。校庭
こうてい

に出
で

ません。） 

 

清掃
せ い そ う

 

２５．みんなと協 力
きょうりょく

し、時
じ

間
かん

を守
まも

ってしっかりそうじをしましょう。 

   早
はや

くそうじが終
お

わっても、時間
じ か ん

いっぱいまで見
み

つけそうじをしましょう。 

 

家
い え

に帰
か え

って 

２６．次
つぎ

の日
ひ

の用意
よ う い

をして、忘
わす

れ物
もの

をしないようにしましょう。 

２７．遊
あそ

びに行
い

く時
とき

は、家
いえ

の人
ひと

に「行
い

き先」、「遊
あそ

ぶ友達
ともだち

の名前
な ま え

」、「帰
かえ

る時間
じ か ん

」を話
はな

しましょう｡ 

２８．自転車
じ て んし ゃ

に乗
の

るときは必
かなら

ずヘルメットをかぶり、交通
こうつう

ルールを守
まも

って走行
そうこう

しましょう。 

２９．歩道
ほ ど う

のない道路
ど う ろ

では、左側通行
ひだりがわつうこう

を心
こころ

がけましょう。 

  １・２・３年
ねん

・・・道路
ど う ろ

には出
で

ない（親
おや

と一緒
いっしょ

ならよい。） 

４・５・６年
ねん

・・・新里町内
にいさとちょうない

のみ（町外
ちょうがい

に出
で

る時
とき

は､親
おや

の許可
き ょ か

をもらうこと。） 

３０．子供
こ ど も

どうしで、絶対
ぜったい

にお金
かね

や物
もの

の貸
か

し借
かり

り、あげたり、もらったり（おごったり、おごられたり）しな

いようにしましょう。 

３１．ゲームセンター、ゲームコーナー、カラオケボックス、ボーリング場
じょう

などの遊
ゆう

戯施設
ぎ し せ つ

やショッピング 

  モールなどの大
おお

きな店
みせ

には、大人
お と な

といっしょに行
い

き、いっしょに行動
こうどう

する。 

 

身
み

だしなみ 

３２．名札
な ふ だ

は、よく見
み

えるように左胸
ひだりむね

にしましょう。 

３３．校舎内
こうしゃない

では、コートやウインドブレーカー、ネックウォーマーなどはぬぎましょう。 

体調
たいちょう

がよくない場合
ば あ い

には、先生
せんせい

の許可
き ょ か

を得
え

て、防寒着
ぼ う かん ぎ

を着
き

てもよい。 

３４．体育
たいいく

の授業
じゅぎょう

では、靴下
くつした

は、安全
あんぜん

のため、くるぶしが隠
かく

れる長
なが

さのものをはきましょう。 

３５．体育
たいいく

着
ぎ

の半
はん

そではズボンに入れる。ズボンは腰
こし

の位置
い ち

までしっかりはきましょう。（ずらしたままにしない。） 

３６．体育
たいいく

着
ぎ

のまま下校
げ こ う

せず、着替
き が

えてから下校
げ こ う

するようにしましょう。 

３７．髪
かみ

を染
そ

めたり、パーマ・ストレートパーマ・マニキュア・ピアスをしたりしないようにしましょう。 

３８．髪
かみ

の毛
け

をとめたり、まとめたりするときは、派手
は で

でないものにしましょう。シュシュは、髪
かみ

の量
りょう

に合
あ

わ

せてしてもよいが、運動
うんどう

をするときには外
はず

しましょう。カチューシャはしません。 

※シュシュについて、運動
うんどう

時
じ

はゴムなどに代
か

えましょう。シュシュは腕
うで

につけない。（学習
がくしゅう

のさまたげにならないようにするため。） 

 

やさしい心
こころ

 

３９．良
よ

いこと、悪
わる

いことを自分
じ ぶ ん

でしっかり判断
はんだん

し、行動
こうどう

しましょう。  

友達
ともだち

への暴力
ぼうりょく

や悪口
わるぐち

、陰口
かげぐち

、無視
む し

など、「いじめ」は絶対
ぜったい

に許
ゆる

しません。 

 

メディア 

 ４０．メディアについてのルールをお家
うち

の人
ひと

と考
かんが

えましょう。 

 ４１．メディアは明
あか

るい部屋
へ や

で、姿勢
し せ い

良
よ

く使
つか

いましょう。 

 ４２．家
いえ

での１日
にち

のメディア利用
り よ う

時間
じ か ん

は２時間
じ か ん

以内
い な い

にしましょう。 

４３．メディアを３０分
ぷん

使
つか

ったら、５分間
ふんかん

休憩
きゅうけい

しましょう。 

お家
うち

でのルール 



よい子の生活　No.15（持ち物に関する項）の必要のないもの詳細について

新旧 内容
シャープペン

シル

飾りのついた

鉛筆
色ペン

ボールペン

（赤以外）
メモ帳 交換ノート

遊びに使える

文房具（手悪

さの原因とな

るような）

キーホルダー マスコット アクセサリー プリクラ シール
リップクリー

ム
携帯電話 お守り

旧

学習に必要のないものは、絶対に学校に持ってこないようにしましょう。

シャープペンシル、飾りのついた鉛筆、色ペン、ボールペン(赤以外)、メモ帳、交

換ノート、遊びに使える(手悪さの原因となるような)文房具、キーホルダー、マス

コット、アクセサリー、プリクラ、シール、リップクリーム、携帯電話などは持っ

て来ない。(お守りは一つだけつけてよい。)

× × × ×
赤は○

× × × × × × × × × × ○
１つまで○

新（改定後）

学校に必要のないものは、持ってこないようにしましょう。飾りのついた鉛筆、交

換ノート、遊びに使える（手悪さの原因となるような）文房具、マスコット、アク

セサリー、プリクラ、シール、リップクリーム※１、携帯電話※２などは持ってこ

ないようにしましょう。（キーホルダーは１つまで、お守りは２つまでランドセル

につけてよい。）迷う物は、先生とお家の人に相談しましょう。

なお、「学校に必要のないもの」についての詳細は、新里東小学校ホームページに

掲載していますので合わせて確認しましょう。

目的に応じて道具を正しく選んで使い、自分の成長につなげられるよう、しっかり

と判断できる子になりましょう。

　※１　リップクリームの持ち込みが必要な場合には、お家の人が連絡帳にその旨

を記入し、担任へ伝えて許可を得ましょう。

　※２　携帯電話については、お家の人が児童の居場所を確認するという目的

（GPS機能を使って）の場合のみ、携帯の携行を認めています。「携帯電話等の携

行について」の申請書にて使用目的を確認した上での許可となります。

○
5、6年のみ○

× ○
3年生以上は

○

○
3年生以上は

○

○ × × ○
１つまで○

× × × × × × ○
2つまで○

シャープペンシル

・削る手間なく使える。

・マス目が小さくても書くことができる。

・筆圧の調整ができると思われる５、６年のみ使用可。

・ふって芯がでるタイプは音が気になるので使用不可。

・漢字練習や描画では鉛筆を使うなど、場面によって使い分ける。

色ペン

・模造紙や画用紙にまとめをするときに便利（ボールペンは細い線しか書けな

いので代用できない）

・学校のものだけでは不足することがよくある。

・ボールペンと併用してノートがまとめやすくなる。

ボールペン（赤以外に青・黒も）

・直しをするときに青色が使いたい。

・なぞりが必要なときに黒色が使いたい（ネームペンでは太くて書きにくいと

きなど）

メモ帳

・先生からの連絡や委員会のことなどを書くときに使いたい。

・ノートよりも気軽に使え、すぐに見返すことができる。

・授業でノートと使い分けて、ポイントや目立たせたいところはメ

モ帳をはってまとめたい。

キーホルダー

・思い出を可視化したい。

・登校するモチベーションになる。

・友達との思い出を共有したい。

・授業中にさわらないよう、つける場所はランドセルのみ。

・数は１つまでとする。

・大きくても手のひらサイズとする。

目的：　令和６年度より、よい子の生活のNo.15（持ち物に関する項）が改定され本格実施となります。

　　　　次の表で持ち込みが可能になったものや、変更理由について確認してください。

変更理由（子どもたちが中心となり考えたもの）


